
新しい価値を創造して能力を発揮し社業の発展に努め社会に貢献するとともに
株主に報い社員の福利厚生を図る
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中・長期経営計画

経営目標

SDGs

気候変動
対応

ESG経営
G:ガバナンス
経営の透明性並びに経営の効率化の確保に努め、業績及び
企業価値の向上を目指す。また企業として求められる社会
的責任を遂行するため、コンプライアンス体制の充実に取組
む
S：社会
「開かれた企業」として社内外からの信頼を獲得し維持する
ため、企業活動に求められている社会の声を収集するとと
もに必要に応じて企業情報を積極的かつ公正に開示し、社
会とのコミュニケーションを充実する
E：環境
地球温暖化等の地球環境問題を経営方針の最重要事項の
ひとつと捉え、企業理念である「豊かさを担う責任」を果た
すため「環境方針」に則り、積極的に環境保全活動へ取組む

サステナビリティ経営について

当社グループは、「新しい価値を創造して、能力を発揮し、社業の発展に努め、社会に貢献するとともに、株主に報い、従業員の福利厚生を図る」との経営理念のもと、これまで培った経験、知識、技術をも
とに新たな発想と積極的な行動により、絶えず変化する市場ニーズに適合した商品、サービスの提供を行うとともに地球環境の保全に取り組み、社会にとって価値ある企業であり続けるサスティナビリ
ティ経営を基本方針としております。
また、経営理念を根幹として事業を展開する中、地球環境の負荷低減（環境：Ｅ）、電線ケーブルの供給責任（社会：Ｓ）、経営の公正性と透明性の確保（ガバナンス：Ｇ）等、ESGへの取り組みを強化しており、
これらの取り組みは、国連が提唱しているSDGs（持続可能な開発目標）と一貫したものと位置付けています。
当社グループは、社会への貢献を継続的に果たしていくためにも、事業活動の基盤である地球環境の持続性確保は最重要課題であり、特に人類共通の課題である気候変動問題の解決は国際社会の要請
であると認識しております。再生可能エネルギーの活用や新規技術の積極的な導入によりカーボンニュートラル実現への取り組みを着実に進め、脱炭素社会の実現による気候変動問題の解決に積極的に
取り組んでまいります。


